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【プレート境界 (きょうかい)のタイプ】
動 (うご)きの方向 (ほうこう)の異 (こと)なるプレートが接 (せっ)している場所 (ばしょ)では，その動きに応 (おう)じて，さまざまな現象 (げんしょう)がおこっています。
大陸 (たいりく)をつくるプレートが衝突 (しょうとつ)する場所では，山脈 (さんみゃく)が形成 (けいせい)されます。
大陸をつくるプレートと海底 (かいてい)をつくるプレートが近 (ちか)づいている場所では，海底をつくるプレートが沈 (しず)み込 (こ)み，海溝 (かいこう)が形成されます。
プレートが離 (はな)れていく場所では，そこにマグマが上 (あ)がってきて，海 (かい)嶺 (れい)などの海底山脈が形成されます。
プレートがずれる境界では，トランスフォーム断層 (だんそう)という横 (よこ)ずれの断層が現 (あらわ)れます。
二 (ふた)つのプレートが水平 (すいへい)方向にずれて動きます。

【日本 (にほん)周辺 (しゅうへん)のせばまる境界】
日本列島 (れっとう)は，海洋 (かいよう)プレートが大陸プレートの下 (した)に沈み込む場所にあります。
プレートが沈み込むことによって，地下 (ちか)のマントルに大量 (たいりょう)の水 (みず)が供給 (きょうきゅう)されます。
水が供給された場所は，部分的 (ぶぶんてき)に岩石 (がんせき)の融点 (ゆうてん)が下がり，マグマが作 (つく)られます。
マグマが相対的 (そうたいてき)に軽 (かる)くなり，上昇 (じょうしょう)していきます。
上昇したマグマは，マグマだまりに溜 (た)まっていきます。
やがて，マグマだまり内部 (ないぶ)の圧力 (あつりょく)が上昇し，火山 (かざん)の噴火 (ふんか)が起 (お)こります。

【ホットスポットのしくみ】
太平洋 (たいへいよう)の中央部 (ちゅうおうぶ)には，ハワイの火山を含 (ふく)めいくつも火山があります。
こうした火山は，日本に分布 (ぶんぷ)する火山とはでき方 (かた)が異なります。
ハワイのような火山ができる場所は，ホットスポットと呼 (よ)ばれます。
地下からマントルが上昇し，地表 (ちひょう)に近づいてくると，周囲 (しゅうい)から押 (お)される力 (ちから)が弱 (よわ)くなるため，圧力が下がります。
圧力が下がると，マントルの岩石が溶 (と)ける温度 (おんど)が下がるため，マグマができます。
マグマが地表に噴出 (ふきだ)して火山をつくります。
その火山は，動いている海洋プレートの上に乗 (の)っているので，時間 (じかん)がたつとマグマの吹 (ふ)き出 (だ)し口から離れていってしまいます。
時間がたつと，再 (ふたた)びマグマが噴出し火山をつくります。
さらに時間がたつと，再びマグマが噴出し火山をつくります。
こうした火山活動 (かつどう)が繰 (く)り返 (かえ)されて，列状 (れつじょう)に火山が並 (なら)ぶことになります。

【褶曲 (しゅうきょく)のしくみ】
地層 (ちそう)や岩石が，力を受 (う)けると，破壊 (はかい)されます。その破壊された場所を断層といいます。
断層の特徴 (とくちょう)から，過去 (かこ)にどのような力を受けたのかがわかります。
地殻 (ちかく)変動 (へんどう)によって，ある場所に引 (ひ)っ張 (ぱ)り合う力がかかると，断層ができます。
その断層よりも上部 (じょうぶ)のブロックが，下方 (かほう)にすべり落 (お)ちるように動きます。これを正断層 (せいだんそう)といいます。
ある場所に圧縮 (あっしゅく)する力がかかっても，断層ができます。
その断層よりも上部のブロックが，上方 (じょうほう)にせり上がるように動きます。これを逆断層 (ぎゃくだんそう)といいます。
くさび上に地表に突 (つ)き出 (だ)したところは，多 (おお)くの場合崩 (くず)れ落ちます。
水平方向に逆 (ぎゃく)向 (む)きの力が働 (はたら)いた場合にも，断層ができます。これを横ずれ断層といいます。
横ずれ断層では，ずれた分，河川 (かせん)が屈曲 (くっきょく)するなど，地形 (ちけい)を変形 (へんけい)させます。
【断層のしくみ】
地層や岩石が，力を受けたときに，破壊されずに曲 (ま)がることがあります。この変形を褶曲 (しゅうきょく)といいます。
圧縮の力を受けた地層や岩石が，柔 (やわ)らかい場合には波打 (なみう)つように変形します。
褶曲により盛 (も)り上がった場所には，しばしば亀裂 (きれつ)が入 (はい)ります。
亀裂の入った場所は侵食 (しんしょく)されやすいので，褶曲で盛り上がったところがなくなってしまうことがあります。

【火山のタイプ】
火山は，地下のマグマの性質 (せいしつ)によって噴火のタイプが異なり，山の形も変わってきます。
富士山のような山頂部 (さんちょうぶ)が急峻 (きゅうしゅん)で裾野 (すその)の広 (ひろ)い火山は，成層 (せいそう)火山と呼ばれます。
火口 (かこう)から吹き出す，2 mmより小 (ちい)さいマグマが冷 (ひ)えたものが，火山 (かざん)灰 (ばい)です。
火山灰よりも大 (おお)きいものを噴石 (ふんせき)とよびます。
火砕流 (かさいりゅう)とは，高温 (こうおん)の火山灰や溶岩 (ようがん)とガスとが，混 (ま)ざって流 (なが)れ下る現象です。
その速度 (そくど)は時速 (じそく)100 kmをこえます。
噴火によってマグマが地表に流れだしたものが溶岩です。
噴火は繰り返しおこり，そのたびに火山灰や溶岩が噴出し堆積 (たいせき)していきます。
成層火山の火口から流れ出る溶岩や火砕流は，噴火のたびに流れる方向が変わります。
溶岩や火山灰などが何層 (なんそう)にも積 (つ)み重 (かさ)なっているので，成層火山と呼ばれます。
粘性 (ねんせい)の小さい玄武岩質 (げんぶがんしつ)のマグマの場所では，楯状 (たてじょう)火山 (かざん)が発達 (はったつ)します。
爆発的 (ばくはつてき)な噴火はおこらず，溶岩が流動 (りゅうどう)して堆積していきます。
繰り返し溶岩が堆積して，火山は楯 (たて)を伏 (ふ)せたような形になります。
小規模 (しょうきぼ)な噴火により，火山砕 (かざんさい)屑物 (せつぶつ)などが堆積すると火砕 (かさい)丘 (きゅう)がつくられます。
火山砕屑物とは，軽石 (かるいし)やスコリアなどの多孔質 (たこうしつ)のものをいいます。
粘性の高 (たか)い安山岩 (あんざんがん)などの溶岩の場合，溶岩が盛り上がってドーム状 (じょう)の山をつくります。
溶岩 (ようがん)円頂 (えんちょう)丘 (きゅう)ともいわれるように，全体的 (ぜんたいてき)に丸 (まる)く，山頂 (さんちょう)がとがっていません。

【カルデラの形成】
カルデラとは，火山活動でできた直径 (ちょっけい)2 km以上 (いじょう)の凹地 (おうち)のことです。
陥没性 (かんぼつせい)のカルデラの多くは，もともとは成層火山でした。
地下のマグマだまりの圧力が高まると，噴火がおこります。
噴火によって地下にあるマグマが，火山灰や溶岩として地表に放出 (ほうしゅつ)されます。
この火山灰などが高温の火山ガス，空気 (くうき)と混ざり合って流れていく現象を火砕流 (かさいりゅう)といいます。
噴火により，大量のマグマが地表に放出されたので，地下には大規模 (だいきぼ)な空洞 (くうどう)ができます。
火山体 (かざんたい)の部分 (ぶぶん)が陥 (かん)没 (ぼつ)してカルデラが形成されます。

【V字 (じ)谷 (こく （だに）)の形成】
V字谷は，山地 (さんち)でみられる谷の形態 (けいたい)です。
V字谷になる前 (まえ)は，低 (ひく)く，比較的 (ひかくてき)なだらかな場所を川 (かわ)が流れていたと考 (かんが)えられます。
なだらかな地形が隆起 (りゅうき)すると，そこは山地となっていきます。
山が隆起した分，川は下に向かって岩盤 (がんばん)を掘 (ほ)り下げていきます。
川が岩盤を下方に掘り下げていくことを下刻 (かこく)といいます。
下刻 (かこく)が進 (すす)むと，川の周 (まわ)りには急 (きゅう)な斜面 (しゃめん)が出現 (しゅつげん)します。
斜面の傾 (かたむ)きが急になっていくと，斜面を保 (たも)つことができず，崩れていきます。
川の周りの急な斜面が崩れている間 (あいだ)も，山地の隆起は進みます。
川の周りには新 (あら)たに急な斜面が出現します。
新たにできた急な斜面も，また崩れていきます。
山地の隆起と，河川による下刻，そして斜面の崩壊 (ほうかい)が繰り返され，V字谷がつくられます。

【河岸 (かがん)段丘 (だんきゅう)の形成】
川沿 (かわぞ)いにある階段状 (かいだんじょう)の地形を河岸段丘といいます。
ここでは，川のはたらきによってつくられる河岸段丘を解説 (かいせつ)します。
川の流量 (りゅうりょう)が増 (ふ)えると，土砂 (どしゃ)の移動 (いどう)も激 (はげ)しくなり，河 (か)道 (どう)では侵食が進みます。
川が蛇行 (だこう)を繰り返しながら，左右 (さゆう)に移動していきます。
土地 (とち)が隆起するか，海面 (かいめん)が下がると，川の周りの土地が掘り込まれていきます。
現在 (げんざい)の川のまわりの土地は低地 (ていち)と呼ばれます。段丘 (だんきゅう)（台地 (だいち)）とは，かつて低地だったところです。
段丘は，平 (たい)らな段丘面 (だんきゅうめん)と，急な段丘 (だんきゅう)崖 (がい)から構成 (こうせい)されます。
再び，川が左右に動くことで低地は広がります。土地の隆起や海面の低下 (ていか)で，川は下がっていきます。
こうしたことが繰り返されて，何段 (なんだん)もの階段状の地形がつくられます。
海面が上昇すると，川の高さも上がります。それまで侵食されてきた低地に，土砂が堆積するようになります。
川が氾濫 (はんらん)すると，低地で泥 (どろ)や砂 (すな)が堆積していきます。こうして新たに低地がつくられる場合も，段丘となります。

【扇状地 (せんじょうち)の形成】
扇状地は，山地と平野 (へいや)の境界で，川が運 (はこ)んできた土砂が堆積してつくられる地形です。
川は山地では谷を流れます。平野では自由 (じゆう)に流れます。
川はふだんは土砂をほとんど流していません。
洪水 (こうずい)になると，水量 (すいりょう)が増え土砂も大量に運ばれ，扇状地がつくられていきます。
川は，土砂の堆積に伴 (ともな)って，流れる位置 (いち)を変えていきます。これを流 (りゅう)路 (ろ)変更 (へんこう)といいます。
河 (か)道 (どう)の周りに土砂が堆積し，扇状地がさらに発達していきます。
再び，流路変更をします。さらに，扇状地が発達していきます。
かつて河川 (かせん)が流れていた場所は，旧河 (きゅうか)道 (どう)と呼ばれます。
扇状地の河川は，流路変更をしながら土砂を堆積させて，扇形 (おうぎがた)の扇状地ができます。

【三日月 (みかづき)湖 (こ)の形成】
川が大きく蛇行 (だこう)するような平野には，三日月型 (みかづきがた)に残 (のこ)された湖がみられます。
平野では，河川 (かせん)は屈曲 (くっきょく)しながら流れています。こうした流れを蛇行といいます。これは，侵食 (しんしょく)と堆積 (たいせき)の繰り返しによっておこります。
大きな弧 (こ)となっている河岸側 (かがんがわ)では，川の流れが早 (はや)く，侵食が進みます。その対岸 (たいがん)は流れが遅 (おそ)く，堆積が進みます。
侵食と堆積が進と，河 (か)道 (どう)の屈曲が大きくなっていきます。
屈曲が進むと，河道の一部 (いちぶ)が近づいていきます。洪水時 (じ)に，その近づいた場所を水が流れると，河道がつながります。
取 (と)り残された河道が三日月湖となります。

【自然 (しぜん)堤防 (ていぼう)の形成】
河川 (かせん)の流路に沿って形成される微 (び)高地 (こうち)を，自然堤防といいます。
平野を流れる河川のうち，扇状地と三角州 (さんかくす)に挟 (はさ)まれた範囲 (はんい)は，氾濫原 (げん)と呼ばれます。
大雨 (おおあめ)のときには，上流 (じょうりゅう)で侵食が活発 (かっぱつ)になり，泥や砂が運ばれてきます。
さらに流量が増えると，河 (か)道 (どう)から水があふれだし，洪水となります。
砂は，河道から流れ出ますが，すぐに堆積するため，河道沿いに高まりをつくります。
泥は，にごりとなって広い範囲に堆積し，後背 (こうはい)湿地 (しっち)の地層をつくります。
河道沿いの高まりは自然堤防となります。
こうした洪水が繰り返されて自然堤防，後背湿地が発達していきます。

【三角州 (さんかくす)の形成】
三角州は，平野を流れる河川によって，海に流れ込むところにつくられる地形です。
下流 (かりゅう)に向かって枝 (えだ)分かれして流れているのが特徴です。
三角州では，川によって運ばれてきた泥や砂が，海底の斜 (なな)めに傾いた面 (めん)に流れ込んでいきます。
土砂 (どしゃ)の堆積 (たいせき)によって，斜面は傾いたまま前進 (ぜんしん)していきます。
陸上 (りくじょう)には新しい土地が作られていきます。
こうして三角州は発達していきます。

【海岸 (かいがん)段丘 (だんきゅう)の形成】
海岸沿いの段丘を海岸段丘と呼びます。
岩盤の斜面に波が続 (つづ)けて当 (あ)たると，波打ち際 (ぎわ)から侵食 (しんしょく)が進んでいきます。
波が当たるところが削 (けず)られると，その上部の斜面は崩れ，崖をつくります。
その侵食が繰り返されると，崖がだんだんと後退 (こうたい)していきます。
そうしてつくられた崖は海食 (かいしょく)崖 (がい)と呼ばれ，そのときにできたなだらかな海底は海食 (かいしょく)台 (だい)と呼ばれます。
海食台がつくられた場所で，そこの土地が隆起をすると，陸上に海食台が現れます。
こうしてつくられるのが段丘です。海岸沿いにあるので，海岸段丘と呼ばれます。
隆起後 (りゅうきご)，同 (おな)じように侵食が進むと，再び海食崖と海食台がつくられます。
海岸に階段状の地形ができていきます。

【砂州 (さす)の形成】
海のはたらきによってつくられる，おもに砂からなる細長 (ほそなが)い微 (び)高地 (こうち)を砂州とよびます。
小規模な湾 (わん)の内側 (うちがわ)はおだやかですが，湾の外側 (そとがわ)には沿岸流 (えんがんりゅう)という一方 (いちほう)向 (こう)の流れがあります。
沿岸流は砂を運びます。運ばれる砂を沿岸漂 (えんがんひょう)砂 (さ)といいます。
湾の内側と湾の外側で流れの強 (つよ)さが違 (ちが)うため，その境界付近 (ふきん)に砂が堆積していきます。
こうして湾の入口 (いりぐち)に砂州が形成されます。
砂州により外海 (がいかい)から切 (き)り離された浅 (あさ)い湖沼 (こしょう)を，ラグーン（潟 (せき)湖 (こ)）とよびます。
砂州のうち，くちばし状に突き出たものを砂 (さ)嘴 (し)とよびます。
【リアス海岸 (かいがん)の形成】
岩手県 (いわてけん)の三陸 (さんりく)海岸や三重県 (みえけん)の志摩 (しま)半島 (はんとう)などには，狭 (せま)い湾や入り江 (え)が複雑 (ふくざつ)に入り組 (く)んだリアス海岸がみられます。
リアス海岸は，山地の尾根 (おね)が海岸線 (せん)に対 (たい)して直交 (ちょっこう)している地域 (ちいき)において　海 (かい)水準 (すいじゅん)の上昇や山地の沈降 (ちんこう)がおこり，つくられます。
山地の隆起速度よりも，海水準の上昇速度が速 (はや)ければ，山地が隆起している場所でも，リアス海岸はつくられます。

【U字 (じ)谷 (こく （だに）)の形成】
かつて氷河 (ひょうが)が流れ下った谷は，U字型 (じがた)の断面 (だんめん)になるため，U字谷とよばれます。
気候 (きこう)が寒冷 (かんれい)になると，冬 (ふゆ)に降 (ふ)った雪 (ゆき)が夏 (なつ)になっても融 (と)けず，蓄積 (ちくせき)されていきます。
押し固 (かた)められた雪が氷 (こおり)になり，流動して氷河となります。そしてその氷河は，谷を削りながら流れ下っていきます。
V字型だった谷が，氷河により削られてU字型に変化 (へんか)します。
気候が温暖 (おんだん)になると，降る雪の量 (りょう)より融 (と)ける量が多くなるため，氷河は小さくなっていきます。
標高 (ひょうこう)の低いところほど，気温 (きおん)が高くなるので，氷河は低いところから融けていきます。
氷河が消失 (しょうしつ)した跡 (あと)には，谷底 (たにそこ)の広いU字谷が残ります。

【サンゴ礁 (しょう)の形成】
サンゴ礁は，あたたかく日光 (にっこう)の届 (とど)く浅い海につくられます。
火山 (かざん)島 (とう)や大陸の沿岸部 (えんがんぶ)を縁取 (ふちど)るように，サンゴ礁が形成されます。
こうしたサンゴ礁の形態を裾礁 (きょしょう)といいます。
火山活動がおさまると，陸地 (りくち)の部分は侵食され，島は小さくなっていきます。
火山島の侵食とともに，そこが沈降していくと，海面付近でサンゴ礁が拡大 (かくだい)します。
こうしたサンゴ礁の形態を堡礁 (ほしょう)といいます。
火山島の沈降がなく海 (かい)水準 (すいじゅん)が上昇しても，サンゴ礁は拡大します。
こうしたサンゴ礁の形態を環礁 (かんしょう)といいます。

【鍾乳洞 (しょうにゅうどう)の形成】
石灰岩 (せっかいがん)が広く分布するところには，石灰岩が溶けることで特徴的 (とくちょうてき)な地形がつくられます。
石灰岩の岩盤 (がんばん)には，割 (わ)れ目 (め)が存 (そん)在 (ざい)します。
雨 (あめ)は，その割れ目に沿って，しみこんでいきます。
雨水 (あまみず)は大気中 (たいきちゅう)の二酸化炭素 (にさんかたんそ)を含んで酸性化 (さんせいか)しているため，石灰岩を溶かします。
岩盤の割れ目に沿って，水が地下にしみこむと，割れ目が徐々 (じょじょ)に広がっていきます。
割れ目が大きくなると流れる水も多くなり，地表近くの水がしみこむところには，すり鉢状 (ばちじょう)の地形がつくられます。
小規模な凹 (へこ)みは，ドリーネとよばれています。
地下の水位 (すいい)が下がると，そこに空洞が現れます。これが鍾乳洞です。
石灰岩が溶けた水が，鍾乳洞の中 (なか)にしたたり落ちることで，鍾乳石 (しょうにゅうせき)がつくられます。
天井 (てんじょう)の石灰岩が崩落 (ほうらく)することもあります。
【津波 (つなみ)のしくみ】
日本列島の太平洋側 (たいへいようがわ)では，陸 (りく)のプレートの下に海のプレートが沈みこんでいます。
海のプレートは，沈みこむときに陸のプレートを引きずっていきます。
陸のプレートには，ひずみが蓄積 (ちくせき)していきます。
陸のプレートが，そのひずみに耐 (た)えられなくなり，もとに戻 (もど)るときに大地震 (おおじしん)が発生 (はっせい)します。
海底が広範囲 (こうはんい)にわたって急激 (きゅうげき)に上昇するので，大量の海水 (かいすい)が一気 (いっき)に持 (も)ち上げられます。
その大量の海水が沿岸部に到達 (とうたつ)すると，津波になります。
津波は繰り返し沿岸部をおそいます。
１度目 (どめ)の津波の引き波と2回目 (かいめ)の津波が一緒 (いっしょ)になるため，2回目の津波の規模 (きぼ)が１回目より大きくなることがあります。

【液状化 (えきじょうか)現象】
ビルや建物 (たてもの)は，地盤 (じばん)にささえられて建 (た)っています。
地下では，砂粒 (さりゅう)同士 (どうし)が互 (たが)いに噛 (か)み合って地面 (じめん)をささえています。そして，沖積 (ちゅうせき)低地では，その砂粒の間を地下水 (ちかすい)が満 (み)たしています。
地震 (じしん)がおこると地面は強く揺 (ゆ)すられます。
揺すられることによって，砂の噛み合わせが外 (はず)れます。
砂粒は地下水に浮 (う)かんでいる状態 (じょうたい)となり，地面が液体 (えきたい)のようになります。こうした状況 (じょうきょう)を液状化といいます。
①ビルは深 (ふか)いところまで基礎 (きそ)を打っているので，液状化が発生しても沈下 (ちんか)はしませんが，相対的に建物が上がる「抜 (ぬ)け上がり」という現象がおこります。
②住宅 (じゅうたく)は，基礎が深くないため，沈下してしまいます。
③空洞のあるマンホールは，抜け上がります。

【河川 (かせん)の氾濫 (はんらん)】
平野の都市部 (としぶ)において発生する洪水には，外 (がい)水 (すい)氾濫と内水 (ないすい)氾濫の2種類 (しゅるい)があります。
大雨で河川の水位が上昇すると，水が堤防を越 (こ)えて住 (じゅう)宅地 (たくち)に流れこみます。
堤防の外から住宅地（堤 (てい)内地 (ないち)）に水が流れこむので，外水氾濫といいます。
堤防の内側（堤内地）で発生する氾濫もあります。
大雨の際に，下水道を河 (か)川水 (せんすい)が逆流 (ぎゃくりゅう)して堤内地に氾濫をおこすことがあります。
こうした氾濫を内水氾濫といいます。
内水氾濫は，支流 (しりゅう)が本流 (ほんりゅう)に流れこむところでも発生します。
通常 (つうじょう)は，支流の水は本流に流れこみますが，大雨時には本流の水位が上がり，支流が本流に流れこめなくなります。
水門 (すいもん)を閉 (し)め，逆流を防 (ふせ)ぎます。
支流の水位が上がることで，氾濫が発生します。これも内水氾濫です。

【地球 (ちきゅう)の自転 (じてん)・公転 (こうてん)】
地球は東 (ひがし)向きに自転していて，地軸 (ちじく)を23.4度　傾けたまま太陽 (たいよう)の周りを1年 (ねん)かけて公転しています。
春分 (しゅんぶん)を出発点 (しゅっぱつてん)にして，地球の公転を見 (み)ていきます。
夏至 (げし)に，太陽は北回帰線 (きたかいきせん)の真上 (まうえ)に現れます。
北半球 (きたはんきゅう)では南中 (なんちゅう)高度 (こうど)が高く 昼 (ひる)が夜 (よる)よりも長くなり，地表で受ける太陽エネルギーは大きくなります。
秋分 (しゅうぶん)や春分では太陽は，赤道 (せきどう)の真上に現れます。昼と夜の長さが同じくらいになるのはこの頃です。
冬至 (とうじ)に，太陽は南回帰線 (みなみかいきせん)の真上に現れます。
地球の自転・公転が昼と夜の関係 (かんけい)や太陽エネルギーの受け方に影響 (えいきょう)しています。

【コリオリの力】
仮 (かり)に地球が自転しない場合，北極点 (ほっきょくてん)からA地点 (ちてん)に移動する物体 (ぶったい)は，真 (ま)っ直ぐな軌道 (きどう)で移動するように，A地点から見えます。
実際 (じっさい)には地球は自転しています。そのため，先 (さき)ほどと同じ動きをしている物体の軌道は進行 (しんこう)方向右 (みぎ)向きに曲げられたように，A地点から見えます。
このように回転 (かいてん)するものの上で物体が移動するときに，物体にかかる見かけの力をコリオリの力といいます。
大気 (たいき)の移動（＝風 (かぜ)）にもコリオリの力が働いています。赤道へ向かう貿易風 (ぼうえきふう)はコリオリの力が働き 北半球では北東 (ほくとう)の風になります。

【大気の大循環 (だいじゅんかん)】
地球全体 (ぜんたい)にかかわる大気の流れを大気大循環といいます。赤道を中心 (ちゅうしん)とした低緯度 (ていいど)からみていきましょう。
赤道付近は地 (ち)表面 (ひょうめん)に受ける太陽エネルギーが大きく，大気が暖 (あたた)められて上昇し，上昇気流 (きりゅう)となります。
暖かく湿 (しめ)った空気は上昇すると雲 (くも)をつくり，雨を降らせます。上昇気流が起きているところは低圧帯 (ていあつたい)で，熱帯 (ねったい)収束帯 (しゅうそくたい)といいます。
また中緯度 (ちゅういど)では，南北 (なんぼく)から移動してくる大気が下降 (かこう)します。下降気流が起きているところは高圧帯 (こうあつたい)で，亜熱帯 (あねったい)高圧帯といいます。
地表に下降した空気は，低気圧 (ていきあつ)に向かって移動します（＝風）。
赤道へ向かう貿易風と高緯度 (こういど)へ向かう偏西風 (へんせいふう)があります。
さらに高緯度にも循環 (じゅんかん)があり，高緯度低圧帯や極 (きょく)高圧帯ができます。
大気が循環することにより，地球全体の熱 (ねつ)の均衡 (きんこう)が保たれます。

【海洋の大循環】
海洋では，常 (つね)にほぼ一定 (いってい)方向に流れる水の動きがあって 海流 (かいりゅう)と呼ばれています。
まず，おもに地上 (ちじょう)の風の影響を受け 海洋の比較的浅いところを流れる表層流 (ひょうそうりゅう)を見ていきます。
周囲より水温 (すいおん)が高く，低緯度から高緯度に向かって流れる海流は暖流 (だんりゅう)といいます。
日本近海 (きんかい)を流れる黒潮 (くろしお)（日本海流）や対馬 (つしま)海流，ヨーロッパ西岸 (せいがん)を流れる北 (きた)大西洋 (たいせいよう)海流などがあります。
周囲より水温が低く，高緯度から低緯度に向かって流れる海流は寒流 (かんりゅう)といいます。
日本近海を流れる親潮 (おやしお)（千島 (ちしま)海流）や南アメリカ大陸西岸を流れるペルー海流などがあります。
次 (つぎ)に，おもに水温や塩分 (えんぶん)など海水密度 (みつど)の影響によって海洋の深いところを流れる深層流 (しんそうりゅう)を見ていきます。
グリーンランドや南極 (なんきょく)海 (かい)付近では，海水が冷たく塩分濃度 (のうど)が高くなって，沈み込んでいきます。
深層流は流れるスピードが表層流よりも遅く，1000年以上かけて表層 (ひょうそう)へ戻ってくるといわれています。
表層流と深層流による地球規模の循環を 海洋の大循環といいます。水温や塩分濃度などの地域差 (ちいきさ)をやわらげています。


【フェーン現象】
山を吹き降りる風により，山の風 (かざ)下側 (しもがわ)のふもとで気温が上昇するフェーン現象のしくみについて説明 (せつめい)します。
山の風上 (かざかみ)斜面を吹き上がる空気は，標高が100m上昇するごとに約 (やく)1℃，気温が低下します。
湿った空気が上昇して気温が下がると飽和 (ほうわ)し，雲が発生して雨が降ります。
空気中 (くうきちゅう)の水蒸気 (すいじょうき)が雲粒 (くもつぶ)（水や氷の粒 (つぶ)）に変わるとき熱が発生し，空気を温 (あたた)めるため，上昇による気温変化が小さくなり，標高が100m上昇するごとに約0.5℃低下します。
山頂を越えて風下 (かざしも)斜面を吹き降りる際は，標高が100m下降するごとに約1℃，気温が上昇します。
風の吹き上がりと吹き降りの際の気温変化の割合 (わりあい)が異なることから，風下側では気温が上昇します。
一方，風 (かざ)上側 (かみがわ)で降水 (こうすい)を伴わない場合にもフェーン現象はみられます。
山頂の空気が斜面に沿って下降すると，気温は標高が100m下降するごとに約1℃上昇し，山のふもとでは温かく乾 (かわ)いた風が吹きます。
そのため，山を吹き降りてきた風は，風下側のふもとの気温を上昇させます。
